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Q. ＡＷ検定資格を適用条件として溶接技能者を選定する場合、AW試験で使用された代替エンドタ
ブ（メーカー、型式）で、溶接を行うことが条件となるのか？

A.
AW検定協会の資格証の裏面に、「当協会の試験規定に従って実技試験を行い、合格者に対し資
格証を発行している。この資格者が行った溶接部の品質を保証するものではない」ことが記載され
ています。これは、実工事の溶接部の品質については工事監・管理者の責であることを確認して
いるものです。また、一般に、資格試験はその資格範囲の代表的な条件での試験により、一定レ
ベル以上の溶接技能者を資格者として選定していると考えられます。従って代替エンドタブの種類
をはじめ、施工条件については工事監・管理者が品質を確保できる範囲内であることを判断する
ことになります。ＡＷ検定資格者の技量でも品質が確保できないと判断される特殊な条件の場合
には、別途、施工試験等を実施して確認することになります。

出典：AW検定・Q&A集「工場溶接・工事現場溶接試験に関するQ＆A」より抜粋

溶接前（代替エンドタブ取付け） 溶接後

代替エンドタブ（工場溶接）のAW検定試験状況
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AW検定資格証の裏面（説明のため、下線を追記した）
注）AW検定協議会は、2019年4月１日より（一社）AW検定協会となり、所在地も変更となります
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